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2009年度を振り返って
齋藤　泰　則
　司書・司書教諭課程では、2008年度をもって
ご退職された阪田蓉子先生の後任として、青柳
英治先生をお迎えし、2009年度は新たな教員体
制のもと、教育研究活動を展開してきました。
　2009年には司書・司書教諭開設10周年を迎え、
6月20日に納谷廣美学長、伊藤光資格課程委員
長・教務部長にご臨席を賜り、盛大に開設10周
年記念式典を挙行し、明治大学図書館情報学研
究会を設立しました。
　本号は開設10周年記号特集号として、記念式
典における納谷廣美先生からのご祝辞、および
伊藤光先生のご挨拶をはじめとする関連記事を
掲載しました。
　開設10周年記念行事では、記念講演として日
本図書館情報学会会長の根本彰先生（東京大学
大学院教育学研究科教授）に「図書館情報学教
育と司書・司書教諭養成の課題」と題するご講
演をいただきました。その内容については『明
治大学図書館情報学研究会紀要』創刊号に掲載
いたしました。また、「図書館サービスをめぐる
諸課題」と題するシンポジウムを開催し、本学
出身の司書、司書教諭の方々にご発表いただき
ました。記念行事には司書・司書教諭課程の受
講生が多数参加しましたが、記念講演とシンポ
ジウムの内容は受講生にとって大変興味深いも
のであり、今後の図書館情報学の学習の大いな
る動機付けを与えたようです。
　2009年は、司書・司書教諭課程にとって、全
国的な規模の図書館関係の活動に関与する年と
もなりました。10月30日には全国図書館大会が、
続いて10月31日・11月1日には日本図書館情報
学会研究大会が、それぞれ明治大学を会場校と
して開催され、研究大会では本司書・司書教諭
課程が事務局となり大会運営にあたりました。
　さて、司書・司書教諭課程では、2005年度か
ら夏期の司書講習を実施していますが、2009年
度には、司書課程でのメディア授業の実績を踏
まえ、司書講習にもeラーニング方式による司
書講習を導入しました。初年度は定員50名と
しましたが、メディア授業の特性を十分に発揮
するために、次年度は定員枠を拡大し、図書館
情報学の学習需要に応えていきたいと考えてお
ります。
　2009年度の教育活動報告として、本号では、
例年通り、特別講義、図書館実習、受講生の課
題レポートを掲載しました。特別講義は、国立
国会図書館の歴史、資料保存問題をテーマとす
るものでしたが、受講生の学習意欲を大いに喚
起するものでありました。講師の先生方に御礼
を申し上げます。
　図書館実習は、2009年度は茨城県立図書館と
武蔵野美術大学美術資料図書館で行いました。
ご指導いただいた武蔵野美術大学美術資料図書
館の本庄美千代氏にはご感想をご執筆いただき
ました。お忙しいなか、ご指導いただきました
図書館の皆様に深く感謝申し上げます。
　兼任講師の栗原智久先生には、レファレンス
サービス演習の授業実践を踏まえた論考をご寄
稿いただきました。
　最後に、司書・司書教諭課程室の3名のTAの
感想を掲載しました。皆さん2009年度をもっ
て退任されます。これまでの授業支援や課程室
運営業務へのご協力に感謝します。今後のご活
躍をお祈りしたいと思います。
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